
横山中学校区 ≪地域のありたい姿の実現に向けて必要なこと≫ 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

都市像 分野 必要なこと

1 大学・学生との連携 学生に特化した地区（町）をつくる

2 見守り・支え合い
ボランティアポイントを使ってみる→企業の評価軸にボランティアポイン
トを導入する、ポイント制度を拡大する

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ （つながる目的の）切口の検討

情報（発信、共有、
デジタル化）

広報はちおうじの町会情報の開放orはさみ込み

タブレットの貸与、支給

交流の場 中学校に呼びかけ

行政運営

実績をつくって、市で予算化（市がお金を出す）

モデル事業化

軌道に乗るまでのサポート

5 雇用・就労 横山事務所や各会館をリモートワーク用に開放してみる

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ ラミネーターの貸し出し

地域の拠点づくり

ハード（場所）の確保

地域の会館の活用

市民事務所・センターの使いやすさの改善

（現）地域住民協議会の活用・発展（市民センター）

地域人材の育成 中間支援組織との連携・活用、地域コーディネーターを増やす

情報（発信、共有、
デジタル化）

それぞれの地区の紹介HPの新設（八王子行政主体＋企業も）

行政運営 人材派遣紹介情報の可視化（行政、市の人間管理化）

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ 地域の状況のリサーチ

情報（発信、共有、
デジタル化）

地域情報の共有

3
スポーツ・文化
・生涯学習

地域ウォーキングの開催

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ 地域の店舗や施設からニーズを聞き取る

地域の拠点づくり 集う場所のピックアップ

地域人材の育成
小中学校で人材を募集する

核となる人・団体選び

情報（発信、共有、
デジタル化）

横山地区のスーパー等に地区の掲示板を作る

町内会の掲示板→ワクワクするように見せ方を工夫する

交流の場 茶話会から始めて、徐々に楽しいイベントにシフトしていく

4 防災 非常食の試食会（おいしい！）

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ
地域住民一人一人の役割の明確化

福祉事業所や医療機関も巻き込む

地域の拠点づくり 空き家を改修して拠点づくり→学生と地域の人材共同で実施

情報（発信、共有、
デジタル化）

地域の掲示板の導入

3 子ども・子育て 既にある地域資源を広げる→子ども食堂の2号店、3号店開設

5
企業（誘致、支援、

連携）
飲食店とのコラボレーション

ありたい姿

●つながりの生まれる場所
美味しい食事付き！

●横山LOVE❤でつながろう

〇「地域主体」&「すぐにできる」

〇「地域主体」&「時間がかかる」

ありたい姿の実現に向けて必要なこと

〇「協働」&「時間がかかる」

〇「協働」&「すぐにできる」

〇「行政主体」&「すぐにできる」

校区の特徴

 地元愛が強く、それを校区一体となるような「つながり」に活かせないかと模索していた。

 町会・自治会等の地域活動の担い手の高齢化が課題となっており、若い力、アイデアを求めている。

そのため、子どものうちから担い手候補を育成するとともに、大学生をもっと巻き込みたいという

意見があった。

 地域のつながりを生むための地域情報の可視化、コミュニティの場の確保を望む声が多くあった。

〇「行政主体」&「時間がかかる」



椚田中学校区 ≪地域のありたい姿の実現に向けて必要なこと≫ 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

都市像 分野 必要なこと

2 医療・健康 医療機関とのマッチング

3 子ども・子育て 空き家を活用した子どもの教育の場づくり（居場所）

4 交通インフラ
子どもが自由研究の為、自由に無料で乗降できる八王子版山手線（バス）
の整備

都市像 分野 必要なこと

1

情報（発信、共有、
デジタル化）

行政が川の魅力をもっとPRする

行政運営 情報発信の仕方について市職員に教育の機会を提供

3
子ども・子育て

子供が困ったときに相談場所にたどりつけるように
NTTと協力して公衆電話の教育・周知(設置場所・使い方）

学校・教育 学校のHPで川の魅力を教える

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ 市民センターの利用料を安くする

情報（発信、共有、
デジタル化）

公共施設にWi-Fiを整備

4 交通インフラ サイクリングロードの整備

5 産業振興 空き店舗のマッチング

6 自然・環境 湯殿川の全線整備

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ

世代ごとに魅力を感じる地域イベント等の窓口をつくる
（例：子育て世代向け）

特技を生かした団体をつくり地域の活性化につなぐ

情報（発信、共有、
デジタル化）

学生等に湯殿川の魅力をPR（SNSの活用）

3

子ども・子育て 塾を活用して学ぶ場をつくる

スポーツ・文化
・生涯学習

八王子大人検定免許の実施
（子どもの手本になるような大人の教育を行い、検定や免許交付を行う）

マーチングバンドといえば横山といわれるように

4
防災 子供に防災の大切さを教える

景観・まちなみ 家の前に自分の好きな花や「町の花」を置く一鉢（八）運動の実施

6 自然・環境

愛着醸成の為に親子で参加できる森の再生イベントを実施

ホタル祭りのできるホタルが住める町のために「ゴミを拾う」「捨てな
い」を広報

都市像 分野 必要なこと

3

スポーツ・文化
・生涯学習

寺子屋を作る

子ども・子育て 空き家を活用した子ども食堂の実施

6 自然・環境 親子で森の再生

都市像 分野 必要なこと

1 行政運営 市がボランティアを取りまとめ派遣するサービス（事例：センター元気）

4 公園・緑地 公園広場の多目的での利用（バーベキュー、火あそび、どろんこ広場等）

ありたい姿

●自然と文化を通じた多世代交流のまち
椚田

●豊かな自然の中でみんなが笑顔で集える町
椚田

〇「地域主体」&「すぐにできる」

〇「地域主体」&「時間がかかる」

ありたい姿の実現に向けて必要なこと

〇「協働」&「時間がかかる」

〇「協働」&「すぐにできる」

〇「行政主体」&「すぐにできる」

校区の特徴

 地域内には、商業施設や病院もあり、湯殿川をはじめとした自然豊かな住みやすい環境が整ってい

るという意見があった。

 共働き世帯も多い中、地域で子どもを見守り育てる環境の充実が必要という意見が多くあった。

 マーチングバンドや自然環境など、既存の資源を活かした地域への愛着を育んでいきたいとの声

があった。

〇「行政主体」&「時間がかかる」



館中学校区 ≪地域のありたい姿の実現に向けて必要なこと≫ 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

都市像 分野 必要なこと

2 見守り・支え合い 高齢者の食事や買い物など住民同士で助け合い

3

子ども・子育て 子育て実態調査の実施

スポーツ・文化
・生涯学習

地域の歴史に関する本や紙芝居をつくる（学校の教材化できれば良い）★

都市像 分野 必要なこと

3 学校・教育 人を信用できるような教育

4 交通インフラ
アップダウンが多い地形のため、「どこでもドア」のような便利な移動手
段

都市像 分野 必要なこと

4 安全・安心 警察のパトロールを増やす

都市像 分野 必要なこと

1 交流の場 学校行事の地域への公開・合同開催（例：運動会、防災訓練）

3 学校・教育 小中学校同士の交流会

都市像 分野 必要なこと

1

地域コミュニティ

地域でのあいさつ、あいさつのための標語づくり

雑談力を養う

住民が参加したくなる町会活動や行事（例：書道展など）★

大人と子どもでラジオ体操

地域の拠点づくり 商店街広場にオープンカフェの設置

大学・学生との連携 小中高大の学校と連携し、あいさつ運動の実施

情報（発信、共有、
デジタル化）

地域行事や町会活動をSNSで発信

交流の場

町同士の交流機会を増やす（近くの町との共催イベント開催等）

住民の得意分野を教え合う場の提供（例：家庭菜園など）

バーベキュー大会

2 見守り・支え合い
困りごとお助けボードをマッチング(出来ること、してほしいことの記入)

安否確認のための仕組みづくり（例：窓から旗を出す）

6 自然・環境
ホタル観察会の開催

地域清掃・環境整備

都市像 分野 必要なこと

1 交流の場 学校と地域の合同イベント（学童、児童館から始めたらやりやすい）

ありたい姿

●自然と共に思い出のあるまち
（人とのつながりを大切にする）

●あいさつで始まる館ヶ丘

〇「地域主体」&「すぐにできる」

〇「地域主体」&「時間がかかる」

ありたい姿の実現に向けて必要なこと ★ ２グループで共通して挙げられた意見

〇「協働」&「時間がかかる」

〇「協働」&「すぐにできる」

〇「行政主体」&「すぐにできる」

校区の特徴

 「地域主体」＆「すぐにできる」が多く挙げられ、特に、多世代交流を目的としたイベント開催や場づ

くりに対する意見が多くあった。

 学校や町会・自治会などの地域団体が地域に開かれたものであることを望む声があった。

 地域の資源である歴史や自然を次世代へ継承していきたいという意見が多くあった。

 行政に対して、「防犯」や「学校と地域の連携」における既存ルールやシステムの改善を求める意見

があった。

〇「行政主体」&「時間がかかる」


